
生活保護基準引下げ違憲訴訟　～いよいよ原告本人尋問～（弁護
士　古城　英俊）
２０１３年８月から３回に分けて生活扶助基準が引下げられたことは、生活保護利用者の健康で文化的な最低限度の生活を侵害するもので
あり違憲だとして、２０１４年８月、減額処分の取消しと損害賠償を求める訴訟を提起しました（原告３４名）。
全国２９の裁判所でも同様の訴訟が提起され（原告１０００人以上）、昨年６月に、全国初の判決として、名古屋地裁で請求棄却の判決が
言い渡されました。この判決は、利用者の生活実態を考慮せず、一方で、自民党の政権公約が保護基準に影響を与えたことを容認するかの
ような判示をしており、到底納得できない判決でした。名古屋の闘いは控訴審に移っています。

さいたま地裁での訴訟は現在も続いています（次回期日は１月２０日午後２時）。
そして今年は、いよいよ原告本人尋問が行なわれ（日時は未定）、早ければ年内に判決が言い渡される予定です。
今後ともご支援をよろしくお願いいたします。

弁護士　古城　英俊

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

２/２６　日弁連シンポジウム「人口減少とコロナ危機を乗り越
え、安心して生活できる地域づくりを考 える－日弁連自治体調
査報告から－」【オンライン開催】
＜日弁連HP＞
https://www.nichibenren.or.jp/event/year/2021/210226.html
日本の人口は、２００８年以降減少を続けており、２０１９年の１年間で、一県の人口にも匹敵する約５１万人減少しました。東京への一
極集中が進む一方で、若者の流出等により地方の衰退が深刻な問題となっています。

そして、コロナ危機の到来により、各地の保健所の対応能力の低下、地域医療崩壊の危機など、地域における行政や福祉の課題が浮き彫り
になるとともに、人間のいのちや生活を支える地方自治体の役割の重要性があらためて問われるに至っています。

日本社会が大きな分岐点に立たされている今、地域再生に向けて、全国各地の取組に学び、人口減少とコロナ危機を乗り越えて、安心して
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生活できる地域づくりについて、みなさんと一緒に考えます。
多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

【開催日時】
２０２１年２月２６日（金）１８：００～２０：００
【開催方式】
Zoomウェビナーを利用したオンライン開催
【参加費など】
参加費無料・事前申込制
【参加対象】
どなたでも御参加いただけます。

【プログラム】
◆日弁連自治体調査報告
 ① 神奈川県小田原市
 ② 北海道帯広市及び下川町
 ③ 岡山県奈義町及び西粟倉村
 ④ 長野県阿智村，下條村及び泰阜村
 ⑤ 静岡県浜松市（予定）

◆パネルディスカッション「人口減少とコロナ危機を乗り越えて、安心して生活でき
る地域づくり」
＜パネリスト＞
・ 岡田 知弘 氏（京都大学名誉教授・京都橘大学教授）
・ 全国町村会役員
＜コーディネーター＞
・ 小川 英郎（貧困問題対策本部事務局次長・第63回人権擁護大会シンポジウム第3分科会実行委員会事務局次長）
 

★申込方法★
下記のURLからお申し込みください。
【申込締切：２０２１年２月２２日（月）】
https://form.qooker.jp/Q/auto/ja/jichitaisympo/jichitai/

主催：日本弁護士連合会
お問合せ先：日本弁護士連合会人権部人権第一課
（ＴＥＬ：０３－３５８０－９５０１）
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事業者ファクタリング業者を提訴しました（弁護士　鴨田　譲）
ファクタリングとは、主に債権の売買のことをいい、例えば、A社が取引先のB社に対して1ヶ月後に返済される100万円の売掛金債権
をいま80万円でC社に売買するという形で行われます。この場合、通常、A社がB社に対して、債権の売買をしたことを通知することに
なります。

ところが、最近問題となっている偽装ファクタリング業者は、「二社間ファクタリング」と称して、取引先B社に一切通知しないまま、C
社がA社に80万円を交付し、1ヶ月後に、A社が自分でB社から100万円を回収し、この100万円をそのままC社に交付します。
この場合、B社は一切登場せず、単にA社とC社との間で金銭のやり取りが行われただけですので実質的には債権の売買ではなく、貸金
（金銭消費貸借契約）となります。
貸金であれば貸金業法等の法律が適用され、年利109．5％を超える契約は無効になりますが、この例では年利計算で約304％になり
無効ということになります。

昨年5月に給与債権を対象とした給与ファクタリング業者を提訴しましたが、その後9月には、中小企業や個人事業主を対象とした事業者
ファクタリング業者を提訴しました。
違法金融の撲滅のために尽力していきたいと思います。

弁護士　鴨田　譲

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

 

ｗｉｔｈコロナの子どもたち（弁護士　南木　ゆう）
いつも保育園のお迎え時間ギリギリにダッシュで滑り込むので、５歳の娘からは「最後の一人になるのは嫌だ。」となじられていました。
そこで昨年は目標を「計画的に」と定めて、余裕を持ってお迎えに行こうキャンペーンに取り組んできました。しかし、思いがけず新学期
早々保育園が休園となってしまい、「早く保育園に行きたい～」と言われる始末。「それならば保育園よりも楽しい遊びを！」と知恵を絞っ
て、家の中でスタンプラリーを開催したり、駐車場にテントを張ってアウトドアランチをしたり、電動チャリを飛ばしてあまり人の集まっ

https://saitamasogo.jp/archives/87745
https://digital.asahi.com/articles/DA3S14475122.html
https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/367489
https://www.kyoto-np.co.jp/articles/-/367489
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru
https://saitamasogo.jp/archives/87743


ていない公園まで遠出したり、毎日子どもをいかに楽しませるかということに頭を使いました。

年に１度行っていた旅行は昨年どこにも行けず、思えば一昨年末の事務所旅行で行ったベトナム旅行が最後になりました。ハノイの市街地
で乗ったシクロという自転車タクシーで撮った臨場感溢れる動画をヘビロテしながら、エア旅行を楽しんでいます。

２歳になった息子は、知識をスポンジのように吸収し、毎日新しい単語を発して大人たちをびっくりさせていますが、昨年の我が家の流行
語大賞は、２歳児から事あるごとに発せられる「コロナノカンケー」でした。

弁護士　南木　ゆう

 

（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

 

やはり生（ナマ）がいい（弁護士　牧野　丘）
 

新型の感染症が登場するとこういう世の中になってしまうとは予想できませんでした。「人との接触を８割減らす」から始まり、生活様式
がガラッと変わってしまいました。裁判所の開廷ペースなどもまだ元に戻ったとは言えません。
多くの会議がリモートになり、裁判手続きも電話。楽と言えば楽ですが、伝わっているのかなぁ、というモゾモゾ感は一向に減りません。
浦和レッズのシーズンチケットを持つ私には、埼玉スタジアムの試合を映像で観るのは闘った気がしません。映画よりも舞台が好きな私が
舞台の録画を観ても満足できません。趣味のサックスに至っては、昨年３月に予定されていた２回目のブルーノート東京の舞台（ただの
「発表会」です）が中止になり、レッスンもしばらく休みになっただけでなく、練習場であるカラオケボックスも休店。こんなに長い期間、
演奏しなかったことは初めてです。翻って仕事。修習生の頃から大事にしてきた「現場主義」。１００回の話を聞くよりも１回現場を見た
方が得るものが大きいものです。ですが、なんとなくそれも控えめになりました。

しかし、嘆いてばかりではいけません。愚痴を言うだけでは落ち込みます。落ち込まないためには、新しい文化を受け容れながらも、これ
まで大事にしてきたことに思いを馳せ、逆にそれを成長させることかと。そんなわけで、この度新しいアルトサックスを買いました。セル
マーのシリーズⅡ。コントロールが難しいのですが、音の響きに深みがあり、プロ仕様です。楽器は使うことで成長するので、私も楽器と
共に成長します。こんな時期に高いお金を出して買ったことの言い訳でした。

弁護士　牧野丘
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（事務所ニュース・2021年新年号掲載）

 

コロナの日々で思ったこと（弁護士　月岡　朗）
2020年11月に、埼玉弁護士会において、奈良県の佐々木育子弁護士を講師にお招きして、任意後見契約とホームロイヤーに関するセ
ミナーを開催しました。
セミナーの中で、ある老人ホームが、入居する高齢者に対して「あなたは私の大切な人です。」「あなたが忘れても、私が覚えています。」
とのメッセージを伝えているとの話がありました。老人ホームに入所する方の中には、さまざまな事情の方がいると思いますし、認知症に
よる今後の生活に不安を感じている方もいると思います。そういう方の気持ちに寄り添った、素敵なメッセージだと思いました。

今年は、コロナウィルスの感染防止のために、親戚や友人と会えなくなりました。自粛と感染防止策の毎日で、人とのつながりが薄くなっ
たようにも思います。人と気持ちを通じ合わせることや、身近な人を傍に感じることも難しくなったように感じます。

そんな今だからこそ、大切な人に「あなたは私の大切な人です。」というようなメッセージを伝えることが重要だと思います。経済対策や
給付金も重要ですが、人とのつながりを感じさせるメッセージは、コロナの日々を乗り切る力を与えてくれると思います。

弁護士　月岡　朗

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）
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みんなで育てる（弁護士　谷川　生子）
昨年１１月、「働くこと」をテーマにした子ども向けのイベントに参加しました。小学生～高校生までの子ども達に、働くときの基本的な
ルールを知ってもらい、実際に様々な分野で働く人と接することで、仕事の理想や未来の自分が働くイメージをもってもらおうという企画
です。

換気・消毒に気を配りながら、看護師、調理師、イラストレーター、鉄道整備士等の各分野で働く人が、ブースに分かれて話したり、子ど
も達に仕事の一部を体験してもらったりしました。沢山の子ども達が集まっているイラストレーターのブースを横目に、弁護士の話は面白
くなさそうよねーと思いながら座っていると、数人、話を聞きに来てくれました。日々の仕事をわかりやすく伝えるというのは難しく、弁
護士の堅いイメージを払拭することはできなかったと思いますが、こんな仕事もあるのね、と頭の片隅に置いてもらえたかもしれません。

子ども達は、不安や怖れを抱きつつも、やっぱり未来へのわくわくするような気持を持っています。どんな仕事でも、やりがいを見い出し、
働くことの楽しさを感じてほしい。その場にいた大人全員が願ったことでした。
この一年、またそんな機会を大切にしたいと思います。

弁護士　谷川　生子

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

タケちゃん、虎の穴計画（弁護士　髙木　太郎）
 

5月に初孫が生まれました。タケちゃんといいます。

予定日よりも２か月も早く生まれてきたので７月まで入院しており、コロナ禍もあってその後もしばらくは会えませんでしたが、婿殿の実
家も、我が家からそう遠くはないことから、最近は毎週のように寄ってくれます。

ただ、そうすると、その成長ぶりが次第に心配になってきたりもします。「６か月近くなるのに寝返りしないよね。」「首は座っているの
かな、グラグラしているけど。」
娘（母親）の反論は、「予定日は７月だったんだからまだ４か月！！」「脳みそが詰まっているから頭が重いのよ。」。全く科学的ではあ
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りません。

私は密かに「虎の穴」計画を立て、我が家に来ているときには、遊びを装って、若干の負荷をかけ、タケちゃんを鍛えることにしました。
まだ２回ほどしか特訓していませんが、少し、顔つきが引き締まってきたような気がします。
お正月には、無事に寝返りをクリアして、ハイハイを始めているタケちゃんを見たいと思います。

（※虎の穴・・・タイガーマスクが特訓を受けた伝説のプロレス道場）

弁護士　髙木　太郎

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

心の健康も大事に（弁護士　鈴木　満）
昨年は、新型コロナウイルスに感染するのを防ぐために、ゴルフや登山、ボルダリングといった趣味、飲み会を自粛していたため、なんと
なく気持ちが沈みがちになっていた気がします。憲法２５条１項では、健康のみならず「文化的な」生活をする権利が保障されていますが、
趣味に没頭したり、他者と交流したりして、「文化的な」生活をすることの大事さを痛感しました。

気持ちが沈みがちなままではよくないと思い、自分の気持ちが前向きになれる方法はないか調べたところ、うつ病のような精神的な病気の
患者には、脳内の神経物質であるセロトニンに作用する薬が処方されることを知り、このセロトニンを増やせばいいのではないかと思い至
りました。そして、セロトニン神経を活性化させる、セロ活というものがあることも知り、その実践を始めました。
具体的には、日光を浴びながら歩くことがいい、ということなので、自転車で通勤していたところを徒歩で通勤するようになりました。歩
くときには呼吸を意識しながら歩くのがいいそうです。

また、バナナや大豆が良いそうで、毎朝バナナを食べ、豆乳を飲むようになりました。
手洗い等を徹底して新型コロナウイルスに感染することを予防するとともに、セロ活を続けて心が弱ってしまうことも防いで、身体も心も
健康な一年にしたいと思います。

弁護士　鈴木　満
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（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

2/17 コロナ危機下の生活困窮の現状と相談支援の課題～生
活の危機を支える支援や連携のあり方を考える～【オンライン開
催】

コロナ危機下の生活困窮の現状と相談支援の課題
～生活の危機を支える支援や連携のあり方を考える～

■開催日／２０２１年２月１７日（水）

■プログラム／
第１部（13：30～14：00予定）
　・業務説明～法テラスのトリセツ～

第２部（14：00～16：30予定）
　・相談現場からの報告
古沢淳氏（坂戸自立支援生活サポートセンター　主任相談支援員）
八木下朗氏（富士見市社会福祉協議会　生活サポートセンター☆ふじみ　主任相談支援員）
米山佳宏（法テラス埼玉法律事務所　弁護士　埼玉弁護士会）

・パネルディスカッション
（コーディネーター）
猪股正（弁護士　埼玉弁護士会　日弁連貧困問題対策本部副本部長　新型コロナウィルス感染拡大後、全国一斉の電話相談会の相談対応を
継続）
（パネリスト）
大山典宏氏（高千穂大学准教授　元埼玉県職員・アスポート事業担当）
安藤周平氏（特定非営利活動法人ワーカーズコ－プ埼玉事業本部　自立就労支援事業推進担当）
今井豊氏（パーソナルサポートセンター＠いぶき　一般社団法人キャリアブリッジ・理事）
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樋川雅一氏（弁護士　埼玉弁護士会　同外国人人権センター運営委員会　副委員長）

 

コーディネーターからのメッセージ

　新型コロナウィルス・パンデミックの影響により、かつて経験したことのない危機が進行しています。有効求人倍率の低下、完全失業
者の増加等、非正規労働者を中心に雇用情勢の悪化が続き、生活に困窮する人が増加しています。相談や支援の現場では、急増する相談
や、複合的な問題が絡む深刻な事案にどう対応するべきか等の課題に直面しています。
今年度の地方協議会では、コロナ危機下における相談現場の状況を共有し、危機において困窮する人々の生活を支える相談や支援、連携
のあり方等について、皆様と一緒に考えてみたいと思います。
ぜひご参加ください。
 

■開催方法／Zoomウェビナーを利用してのオンラインセミナー形式
youtube liveによる同時配信（動画中継）も行います
※Zoomは参加用のURLをクリックすれば誰でも参加できるオンラインツールです。インストール・ご利用ともに無料で、所要時間2分ほどで準備が完了します。

　（Zoomウェビナーの利用が不可または困難な場合はyoutube liveでご視聴ください）

■参加申込方法／事前登録制
参加申込用URL
→　https://forms.gle/bqbTmg97JZurzuWM8
こちらの専用申込フォームに次の必要事項を登録の上、送信してください。
【貴機関・部署名／ご参加いただく方のお名前・役職／招待アドレス送付先メールアドレス】

　＊お届けいただいた情報は法テラス埼玉地方協議会の開催・運営以外では使用いたしません。

＊折り返しお申込み完了メールを返信します。完了メールが届かない場合はお問い合わせください。

■主催／日本司法支援センター埼玉地方事務所（法テラス埼玉）
法テラス埼玉ホームページ地方協議会開催情報はこちら
■問い合わせ／TEL：0570-078312　担当　総務課　小林・竹内
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